
たより

民間から飛び込んで2ヵ月

4 月1 日、理事長から辞令を頂いて
早 くも 2ヵ月経過 し た。ま だ勉強中ど
＂ヽうこ ど もあってピント外れになるか
も しれ なヽヽが、以下感じてヽヽるこ とを
述べt ‘o

l イベー ション
「ヽヽかに研究の成果を あげるか」よ

り も「いかに予算を獲得するか」が行
動のベー スにあるよ うに見える。こ れ
に 「有意義なテーマに予算を付ける」
システムが組み合わさ れれば健全なは
ずだが、意志決定の階層が増えて くる
と微妙に食い違って くるのが常であり 、
当研究所のケー ス も決 Lて例外ではな
い。独立行政法人化によ って予算配分
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の権限が当研究所に委ねられよう どL
ている現在、行動のベースを 「いかに
研究の成果をあげるか」にシフ トし て
ヽくヽ 必要があ ると 思 う。

2 人的資源の活用戦略
予算の配分はあ る程度戦略的に行わ
れているが、そ れを使う 人的資源 （特
に職買）の活用については個々 人の意

理事 早 山 徹

向を尊重するあ まリ 、戦略性が欠ける
ケースが多い。研究所どし て大きな成
果を目指すために、戦略的資源配分を
行うと ど もに人事評価システムを見直
す必要がある と思 う。

3 研究者間の臼ミュニケーション
研究所のレ イ アウ トに影響さ れてい
る而もあ る が、研究者間のコ ミ ュニ
ケー ションがよヽ ヽどは言えな‘‘0 1ノ
ベー シ ョ ンには専門家同士のコミ ュニ
ケー シ ョンが重要な役割を果たすと言
われてお ＇） 、研究所外どの関係も含め
改善する仕組みを作りたい。
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